
回答数３1

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースと
の関係で適切であるか 15 11 5

・本来なら事業に対して専用の部屋があるべきだが、時間差で部屋を
使うなどして、療育や相談を行っている。
・指導室、相談室は利用表を記入、予約して共用している。
・定員上限に近づけるべだと思う。
・使用する物を置けるスペースも限られているため、狭さを感じてい
る。
・コロナ対策もあり小児科医の指導のもとスペース定員数を決めてい
る。
・保育室が足りない。狭い。応用しずらい。
・訓練士がＯＴとＰＴ合わせて3人いるのに訓練室が一つしかないので
調整して使っているが時間が重なってしまう時はPTが廊下やホールで
行っている｡少し疑問に思う。
・登園の曜日を考えている。別のクラスの部屋を利用している。
・相談室が狭いので、常に整理整頓や教具等の置き場所、机や椅子の
場所など、気をつけながら使いやすいように工夫しています。
・訓練室や相談室の予約表を作り、ブッキングしないように工夫して
いる。
・肢体不自由のお子さんがいると福祉用具を場面で変えていくので狭
い時がある。
・乳児の部屋などが狭い。

・利用定員とスペースの関係は適切であると考えますが、今年度はテ
ラスに物置を設置するなど既存の施設を工夫して、より多くのスペー
スを確保するよう努めます。

② 職員の配置数は適切であるか 14 16 1

・年齢別のクラス分けなのでどうしても部屋（クラス）の定員と希望
する利用者との数にばらつきが出てしまう。
・国基準よりも職員の配置数が多く配置されている。
・現在児童2名に対し職員1名だが、職員配置の基準について検討が必
要。
・他児童発達支援事業所と比較すると、多いと思う。民間のように少
なすぎるのは避けるべきと思うので、検討すべき。
・フォローをしあっているが、個々のニーズに合わせて対応を行う
と、数は足りていないと感じる。
・職員配置に偏りがある。
・必要に応じて、各クラスに職員が別のクラスにはいるなど、工夫し
ている。
・こども２人につき、職員１人などの目安はあるものの、支援の必要
度が個人で違うので一概に言えない。
・個別対応を行わないと困難なお子さんもいるので、場面によって難
しい。職員で話し合って流動的に動いて対応している。

・職員配置は適切であると考えますが、特定のクラスや職員に負担が
偏らないよう状況に応じた対応に努めます。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構
造化された環境になっているか。ま
た、障がいの特性に応じ、 事業所
の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされてい
るか

24 6 1

・利用する方の安全性を第一にしながら、わかりやすく過ごせる様に
視覚支援等も取り入れている。
・コの字形のため、伝達が難しいと感じることがある。
・車椅子でも園内がすべて移動出来るようになっている。
・部屋の大きさにも問題があったり、課題に応じた設備を工夫してい
るが、やりきれない部分もたくさんある。
・ついたてを使用して空間を仕切ったり、集中しやすいように机や椅
子の高さや配置を配慮するなどしています。

・適切な環境であると考えますが、より使いやすくなるような工夫に
努めます。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

 

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ご
せる環境になっているか。また、子
ども達の活動に合わせた空間となっ
ているか

27 3 1

・職員で話し合いながら、常に子ども達の環境に合わせた設定をして
いる。
・感染対策も含め活動後の清掃、消毒を毎日実施している。
・清潔に努めているが、空間は狭いと思う。
・毎日、園児の登園前から拭き掃除、降園後の掃除・消毒等を行なっ
ている。
・全体枠で考えてもらうなど話し合いをしている。
・豊かな療育内容になるよう、バランスよく活動を組み入れて、さま
ざまな経験が出来るような療育プランを作成しています。
・エアコンのフィルター清掃は、これまで保育士が業務後に行ってい
たが、業者に委託し完全に清潔な状態を保つことができている(費用は
かかるが、その分業務に専念できる)。
・遊びやすい工夫をしている。

・適切な環境であると考えますが、より使いやすくなるような工夫に
努めます。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイク
ル （目標設定と振り返り） に、広
く職員が参画しているか

24 7

・会議等を行い、報告、連絡、相談は行う様にしているが、職員全体
への周知が足りない部分がある。
・事業所の在り方を考える会議を開催しはじめた。
・市民のニーズに合わせて地域支援に力を入れるべきだか、そちらに
あたる職員が限られている｡改善したい｡
・時間を取るように努力している。
・定期的な会議での療育の反省と職員間の共有により、課題や設定の
見直しを常に行いながら、療育内容を日々組み立てています。
・報告、振返り、今後の課題など日々行っている
・職員会議で周知している。

・児童発達支援計画を用いての園児の支援、行事・係分担等におい
て、ＰＤＣＡサイクルで業務改善に務めています。今後も多くの職員
がＰＤＣＡサイクルに参加できるような方策を検討していきます。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者
等に対して事業所の評価を実施する
とともに、保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげているか

29 2

・年一回、保護者会より要望書が出されて、課題や改善を検討してい
る。
・アンケートをとり、業務改善できる限り行っている。

・今後も継続していきます。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向
け評価表の結果を踏まえ、事業所と
して自己評価を行うとともに、その
結果による支援の質の評価及び改善
の内容を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか

28 3

・事務室窓口に報告書を配置するとともに、令和３年度分から市ホー
ムページに掲載しています。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価
結果を業務改善につなげているか 22 7 2

・必要に応じて外部評価の導入について、検討していきます。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研
修の機会を確保しているか 30 1

・外部への研修参加以外に園内でのオンライン研修も行っている。
・全体研修はあるが、少ない。
・一見すぐに必要ではない研修でも、基礎を地道に固めていける内容
の研修を重ねさせてもらっている。
・必ず研修報告を聴く機会やオンラインの研修も受けている。

・今後も継続していきます。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

 

⑩

アセスメントを適切に行い、 子ど
もと保護者のニーズや課題を客観的
に分析した上で、児童発達支援計画
を作成しているか

31

・指導者がやや少ない。
・保護者のニーズを大切にしながら、アセスメントを丁寧に行って計
画をたてています。
・ニーズに寄り添いながらも、過大にも過小にも評価せずに、現在の
姿から少しづつステップを上げていけるように、グループで話合いを
重ねて作成している
・保護者から振り返りを記入してもらっている。

・今後も継続していきます。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るため
に、標準化されたアセスメントツー
ルを使用しているか

23 7 1

・利用者にわかりやすい内容になる様、書式を含め検討を重ねてい
る。
・用紙の見直しも行っている。

・現状では「支援記録」を使用していますが、今後は標準化されたア
セスメントツールの導入について、検討していきます。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支
援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」の「発達支援
（本人支援及び移行支援） 」、
「家族支援」、「地域支援」で示す
支援内容から子どもの支援に必要な
項目が適切に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定されている
か

30 1

・親子通園を通じてよりきめ細かくその場に適切な保護者支援を実施
している。
・家族支援では、保護者との信頼関係が築けるように、何気ない会話
や自宅での困り事などいろいろなことが話しやすい雰囲気を作るよう
にしている
・必ず記入するようにしている。

・今後も継続していきます。

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行
われているか 31

・担当職員以外にも所長、児童発達管理責任者含めて毎月の支援計画
を確認している。
・職員会議など話し合いの時間を取るようにしている。
・個別の支援計画に添った支援ができているか、普段の療育+毎月の振
返りで確認しながら行えている。
・クラス担任で話し合っている。

・今後も継続していきます。

⑭
活動プログラムの立案をチームで
行っているか 30 1

・クラス単位だけでなく、乳児、幼児、通園部門全体での活動を行
い、それぞれの企画立案に職員それぞれが担当する様にしている。
・チームで考え合って進めているが話し合いの時間はあまり取れない
状況である。
・行事や季節、個人の課題なども踏まえながらグループで立案できて
いる。
・クラス担任で話し合っている。

・今後も継続していきます。

⑮
活動プログラムが固定化しないよう
工夫しているか 26 5

・職員間で園児の様子を確認しながら、より的確な課題が提供できる
様に心がけている。
・感触遊び等、タイトルが同じ課題だとしても、活動内容を積み重ね
ていける様工夫している。
・月の計画などたてながら、全体でも確認している。
・個々の好きな遊びを取り入れたり、発達段階をふまえた細やかな配
慮を常に行いながら、様々な活動が体験できるように工夫していま
す。
・他グループの活動プログラムも見て、新しいアイデアを取り入れた
りして工夫している。
・年齢関係なく関われるように工夫している。
・活動内容がマンネリ化しがちな傾向を感じる。

・季節に応じた行事も活動の中に取り入れるなど、今後も子どもたち
が楽しく通えるよう活動プログラムの工夫に努めます。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

 

⑯

子どもの状況に応じて、個別活動と
集団活動を適宜組み合わせて児童発
達支援計画を作成しているか

30 1

・クラス担任で話し合っている。 ・今後も継続していきます。

⑰

支援開始前には職員間で必ず打合せ
をし、その日行われる支援の内容や
役割分担について確認しているか

31

・朝の打ち合わせを必ず全体とクラスとでしている。
・バス添乗や他の係などを担当する場合は、朝礼時の書記を確認して
全体の予定などの把握をしている。
・朝夕の会で全クラスの保育内容など周知している。

・今後も継続していきます。

⑱

支援終了後には、職員間で必ず打合
せをし、その日行われた支援の振り
返りを行い､気付いた点等を共有し
ているか

28 3

・毎日振り返るのは難しいが、気づいた点は、その日のうちに解決出
来るようにしている。
・クラス運営以外にも関わる業務も多く、それに向けての会議や打ち
合わせもあるため、時間が割けない事も多い。
・クラス担任で話し合っている。また、ヒヤリハットや良いことも全
職員で情報共有している。

・話合いの時間を工夫しながら、今後も継続していきます。

⑲

日々の支援に関して記録をとること
を徹底し、 支援の検証・改善につ
なげているか

30 1

・業務日誌等の書類の見直しをしながら、日々の様子をスムーズに記
録できる様にしている。
・毎日記録している。

・今後も継続していきます。

⑳

定期的にモニタリングを行い、児童
発達支援計画の見直しの必要性を判
断しているか

30 1

・半期毎に見直しを実施している。成長度合が大きいので日々、月々
でもその都度実施している。

・見直しの充実を図ります。

㉑

障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議にその子どもの状況に精通
した最もふさわしい者が参画してい
るか

29 2

・クラス担任と児童発達管理責任者が出席している。 ・今後も継続していきます。

㉒

母子保健や子ども・子育て支援等の
関係者や関係機関と連携した支援を
行っているか

30 1

・親子教室の案内や来所相談、療育相談を行っている。また、保育所
等訪問支援を行い、幼稚園や保育園に出向いている。

・今後も継続していきます。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）
地域の保健、医療、障がい福祉、保
育、教育等の関係機関と連携した支
援を行っているか

28 2 1

・主に保育園に通っている肢体不自由児が、週一回ペースで療育でき
るように併用クラスを設定している。また、保育所等訪問支援事業も
行い、支援している。

・担当者会議で情報共有しています。今後も継続していきます。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と
連絡体制を整えているか

26 4 1

・看護師を中心に連絡を取る体制をとっている。
・必要があれば、看護師が同行受診など行っている。嘱託医も月２回
来園し、都度巡回して診てもらったり、時期によって必要な情報を交
換したりをしている。
・看護師が、連絡をしている。

・職員と主治医は電話で、嘱託医と主治医は書面で情報共有してお
り、連絡体制の在り方について、検討していきます。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

 

㉕

移行支援として、保育所や認定こど
も園、幼稚園、特別支援学校 （幼
稚部） 等との間で、支援内容等の
情報共有と相互理解を図っているか

29 2

・担当者会議を行なって情報共有共通理解をしている。
・よりよく移行できるように、担任保育士や児発管が情報提供や情報
交換をしている。
・担当者会議をしている。

・担当者会議で情報共有しています。今後も継続していきます。

㉖

移行支援として、小学校や特別支援
学校 （小学部） との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図って
いるか

29 2

・よりよく移行できるように、担任保育士や児発管が情報提供や情報
交換をしている。
・担当者会議をしている。

・担当者会議で情報共有しています。今後も継続していきます。

㉗

 他の児童発達支援センターや児童
発達支援事業所、発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携し、助言
や研修を受けているか

25 6

・情報交換したり、見学等している。
・自立支援協議会に参加している。

・必要に応じて他のセンター等と連携しています。今後も継続してい
きます。

㉘

保育所や認定こども園、幼稚園等と
の交流や、 障がいのない子どもと
活動する機会があるか

26 5

・公立だけでなく法人との交流も必要。
・保育所との交流保育を実施している。
・保育園交流が再会され子どもたちの育ちのいい経験の場となってい
ます。個別交流については、親御さんの気持ちを鑑みて寄り添った支
援をしながら継続できたらいいと感じています。
・感染症の状況を確認しながら行っている。
・保育園交流が再開した。
・保育園交流等、機会を設けている
・保育園交流も少しずつ始めている。
・障がい児保育研究会の事業である保育園全体交流や、5歳児交流の実
施が再開されて、市内の健常児と触れ合う機会が作れたのはとても良
かったです。
・コロナ以前まではいかないが、保育園訪問できる機会が増えた。訪
問の度にいい刺激をもらえ、こどもたちの成長を感じている。もっと
機会が増えていって欲しい。
・公立保育園に交流に行っている。
・感染症予防のこともあり、交流の機会を増やすのが難しい
・幼児クラスは交流の機会があるが、乳児クラスはない。

・新型コロナウイルス感染症が第５類感染症に移行したため、今年度
から４・５歳児クラス通所児は公立保育園との交流保育を再開しまし
た。今後も継続していきます。

㉙

（自立支援）協議会子ども部会や地
域の子ど も・子育て会議等へ積極
的に参加しているか

26 4 1

・児童発達支援管理責任者が出席している。 ・今後も継続していきます。

㉚

日頃から子どもの状況を保護者と伝
え合い、子どもの発達の状況や課題
について共通理解を持っているか

31

・健康観察記録を確認し、細かく生活や健康、保護者の困りごと等を
話している。子ども、保護者の表情や様子を確認する。
・単独での登園時には、自宅での様子をノートに記入してもらった
り、園での様子や食事、排泄の状況を記入して伝え合っている。親子
登園時には、様子や自宅での困り事など聞き取りして支援に活かして
いる。
・単独の時はノートを用いて伝えたり、必要に応じて電話をしてい
る。

・今後も継続していきます。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

 

㉛

保護者の対応力の向上を図る観点か
ら、保護者に対して家族支援プログ
ラム （ペアレント･トレーニング
等）の支援を行っているか

13 18

・ペアトレという形ではないが、日々の支援の中で、成長を確認しあ
い伝えている。
・親子登園の場合は、支援時の声掛けや対応など保護者のペースに合
わせて伝えている。
・講座の紹介や、懇談会の時に話している。
・ペアレントトレーニングの講習会などを増やせたら良い。

・今後も継続していきます。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁
寧な説明を行っているか 31

・必ず入園時に所長が説明している。 ・今後も継続していきます。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童
発達支援の提供すべき支援」のねら
い及び支援内容と、これに基づき作
成された「児童発達支援計画」を示
しながら支援内容の説明を行い、保
護者から児童発達支援計画の同意を
得ているか

30 1

・半期毎に見直しも加えながら実施できている。
・年二回情報開示している。

・今後も継続していきます。

㉞

定期的に、保護者からの子育ての悩
み等に対する相談に適切に応じ、必
要な助言と支援を行 っているか

31

・その都度、面談等を行っている。
・保護者との信頼関係を大切にする。保護者の困りごとに寄り添う。
・適時、面談等を行っている。
・定期でなくとも、親子登園時に必要に応じて小面談を行うこともあ
る。
・適宜、面談を設けたりしている。

・今後も継続していきます。

㉟

父母の会の活動を支援したり、保護
者会等を開催する等により、保護者
同士の連携を支援しているか

29 2

・コロナでなかなか開催できなかったが、保護者会を開催している。
・保護者会の活動についてもっと支援が必要なのではないか。

・新型コロナウイルス感染症が第５類の感染症に移行したことで、今
年度は全体保護者会も実施しました。懇談会等は、同学年及び異学年
の保護者が交流するよい機会と考え、センターの事業計画を考慮しな
がら、定期的に実施してまいります。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れ
について、対応の体制を整備すると
ともに、子どもや保護者に周知し、
相談や申入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

31

・必要なタイミングで迅速に面談を設定し、問題や悩みの解決に対応
する。
・面談を設けている。

・今後も継続していきます。

㊲

定期的に会報等を発行し、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報を子
どもや保護者に対して発信している
か

31

・園だより。
・園だよりを月一回発行して予定や行事などの周知を図っている
・定期的な園だより、クラスだよりの発行。行事毎のお便りの発行。
・毎月の園だより、(不定期だが)グループの便り、行事前の臨時便り
など発行している。
・クラスだより、園だより、保健だよりなど定期的に発行している。

・今後も継続していきます。

㊳
個人情報の取扱いに十分注意してい
るか 31

・今後も十分注意します。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

 

㊴

障がいのある子どもや保護者との意
思の疎通や情報伝達のための配慮を
しているか

31

・絵カードや、ホワイトボードを使用。
・日本語での手紙にカナをふったり、平仮名の手紙をクラスだよりに
したり、工夫しながら、みんなにやさしい支援が出来ると良いと思い
ます。所長や新座市が出している事務連絡文書にもカナを必ずふって
もらいたいです。

・今後も継続していきます。

㊵

事業所の行事に地域住民を招待する
等地域に開かれた事業運営を図って
いるか

6 14 11

・コロナ等の流行を受けて、交流の実施方法を検討していく。
・民生委員・児童委員の視察研修の実施や老人福祉センターの駐車場
を借りて年長児が花火などを行った。
・感染症対策として近親者のみ。
・コロナ禍で実施していなかったが、今後検討。
・コロナ禍で地域に向けた行事等は一切できませんでした。今後は少
しずつ広げていけると良いです。
・感染性対応のため、地域住民の参加は原則ない。
・現在、コロナ等感染症対策のため行えていない。
・基礎疾患のある児も通園しており、コロナや感染症の危険性もある
ため、実施できていない。
・感染症予防のため行えていない。

・新型コロナウイルス感染症が第５類の感染症に移行しましたが、基
礎疾患のある通所児が通う施設のため、基本的感染症対策は引き続き
講じております。今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況を見な
がら、地域に開かれた事業運営について、検討していきます。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等を策
定し、職員や保護者に周知するとと
もに、発生を想定した訓練を実施し
ているか

29 2

・策定中のものもあるが、訓練と合わせ、職員と保護者への周知をし
ていけるようにしていきたい。
・現在作成中のものがある。
・火災、地震、不審者対策の避難訓練を実施している。
・十分ではない。
・避難訓練を毎月行っている。

・防火・避難訓練を毎月実施し、今後も継続していきます。
・各種マニュアルについては、職員研修会及び懇談会等で周知を図り
ます。

㊷

非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行って
いるか

30 1

･今後は福祉避難所としての訓練も行う必要がある。
･毎月の避難訓練(火事、地震、不審者)、年２回の総合避難訓練(消防
訓練)が実施できている。
･毎月避難訓練を行っている。

・今後も継続していきます。

㊸

事前に、服薬や予防接種、てんかん
発作等のこどもの状況を確認してい
るか

31

･直近の常備薬、予防接種の情報など保護者から提供してもらい、看護
師や担任保育士などで情報共有している。てんかん発作の児の把握を
行い、坐薬を預かるなどしている。
･入園時に看護師が保護者から詳しく聞き取りを行い、受診、薬の情報
提供を受けている。

・今後も継続していきます。

㊹

食物アレルギーのある子どもについ
て、示書に基づく対応がされている
か 医師の指示に基づく対応がされ
ているか

31

･アレルギー対応のメニューの作成、ワゴンを別にして受取り、トレー
の色も変えている。
･給食で除去食対応をしている。グループ内だけの把握ではなく、朝
礼、夕礼で全職員に当日の給食が除去食かどうかの確認をしている。
･医師の診断書を必ず記入してもらっている。

・今後も継続していきます。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業
所内で共有しているか 23 7 1

･事例集まではないが、毎日共有するようにしている。
･事例集は確認できない。
･帰りの会を設けて各クラスのヒヤリハットを確認している。
･毎日、日誌に記録している。

・今後も継続していきます。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

 

㊻

虐待を防止するため、職員の研修機
会を確保する等、適切な対応をして
いるか

24 6 1

･年１回必ず実施している。自分の行動が、虐待にあたるかどうかの
ボーダーを都度振返って確認している。
･毎年、虐待防止の研修を必ず受けている

・今後も継続していきます。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘
束を行うかについて、組織的に決定
し、子どもや保護者に事前に十分に
説明し了解を得た上で、児童発達支
援計画に記載しているか

31

･バス乗車時のチャイルドシート、食事時の工房イスなど、支援計画開
示時に保護者に了承を得てから実施している。
･必ず記載している。

・今後も継続していきます。

○この児童発達支援自己評価表は、 児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の職員の方に、事業所の自己評価をしていただくもので

す。

「はい」、「どちらともいえない」又は「いいえ」のいずれかに「○」を記入するとともに、「工夫している点」、「課題や改善すべき点」等について記入

してください。
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